
福島大学体育施設使用者心得 

 

制定 昭和５８年３月３０日 

体育施設を使用するときは，「福島大学体育施設管理規程」に定めるもののほか次に揚げ

る事項を守らなければならない。 

共 通 事 項 

１ 屋内・屋外を問わず，体育の授業及び研究以外の目的で体育施設を使用するときは，「体

育施設使用許可願」を学生課に提出し，許可を受けなければならない。 

（１） 課外活動のために，定期的に体育施設を使用しようとするサークルは，あらかじめ， 

各サークル間で調整の上，各体育施設ごとに「体育施設使用許可願」に「使用計画書」 

を添付して提出し，許可を受けなければならない。 

（２） 前項で許可された使用計画に変更が生じたサークルは，その都度願い出て許可を受 

けなければならない。 

（３）許可を受けた期間中に，使用しない日が生ずることとなるサークル等は，必ず事前

に担当窓口にその旨を連絡しなければならない。 

（４） 「使用計画書」を提出していないサークル等が，一時的に体育施設を使用するとき 

は，既にその期間，当該施設の使用を許可されているすべてのサークルの了解を得た

上で願い出て，許可を受けなければならない。 

（５） 学外者を含む各種大会等で体育施設を使用しようとするときは，（１）及び（２）と 

は，その手続きを異にするものとし，その都度願い出て許可を受けなければならない。 

２ 許可された目的及び時間外には使用してはならない。 

３ 貴重品は，必ずコインロッカーに保管するなどして，各自盗難には十分注意すること。 

４ その他，担当窓口の指示に従うこと。 

体 育 館 

１ 体育館の出入りは館内通路からのみとし，その他からの出入りを禁ずる。 

２ 館内通路に入るときは，入口のマットで下履の泥をよく落とすこと。 

３ 館内の各施設に入るときは，各々専用の上履に履き換え，下履は必ず下駄箱に入れる

こと。 

４ 上履で，館内外へ出入りしないこと。 

５ 雨傘は，必ず傘立てに入れ，館内には絶対持込まないこと。 

６ 指定の場所以外に貼紙・掲示等をしないこと。 

７ 常に節電及び節水に心がけ，特に照明については必要なとき以外は点灯しないこと。 

８ 建物・設備及び備品等を損傷又は滅失したときは直ちに担当窓口に届け出ること。 

９ 体育館の更衣室及び器具庫を使用しようとするときは，必ず担当体育教員の許可をう 

けること。 

10 体育館を最後に使用した者は，使用後，必ず各施設備え付けの設備・用具等を原状に 



復し，清掃（掃き・拭き・モップがけ等）及び火気の点検を行い，消灯及び戸締りを確

認の上，使用報告書を警務員室に提出すること。 

11 休業日及び補講期間に体育館を使用しようとするときは，使用許可書及び学生証を警

務員室に提示の上，鍵を受領し，使用後は施錠を行い鍵を警務員室に返却すること。 

12 休業日及び補講期間に同一施設を複数のサークル等で使用する場合の鍵の引継ぎは，

警務員室において，必ず当該サークルが一緒に行うものとし，絶対にサークル間での

鍵の転貸はしないこと。 

     屋外体育施設 

１ 屋外体育施設には，各施設ごとに定められてある運動靴以外では入らないこと。 

２ 雨雪等で屋外体育施設の地盤が軟弱なとき，又は軟弱になるおそれがあるときは使用

しないこと。 

３ 屋外体育施設の使用前及び使用後は常に整備することとし，特に使用後は，ブラシか

け・散水あるいは必要に応じて各施設ごとに指定された専用の砂を入れ，てんあつを行

い，授業及び教育研究のための使用に支障のないよう心がけること。 

４ ヤリ・砲丸及び円盤投げ等危険を伴う種目については，周囲の安全を確認するなどし

て，事故防止に心がけること。 

   附   則 

この心得は，平成 22 年 4月 1 日から施行する。 

副 学 長 


